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Weekly Report 第 58回例会 2014 年 9 月 3日（水）

名古屋アイリスロータリークラブ
RID2760 THE ROTARY CLUB OB NAGOYA IRIS
～ ロータリーに輝きを LIGHT UP ROTARY ～

2014-15 年度国際ロータリー会長 ゲイリー C.K ホァン

例会日：毎週水曜日 13:00～14:00

例会場：ANA クラウンプラザ グランコートホテル名古屋

創 立：2013 年 6 月 5 日

会 長：荒山 久美   「進化するアイリス」

■ 斉唱 国歌

「奉仕の理想」

■ 司会 島村恵三

■ 出席者報告

会員数：33 名

出席者：22 名  出席率：66.66％
前々回（第 56 回）修正出席率は 90.90％（30/33）
■ 本日のゲスト・ビジター紹介

名古屋北 RC 田中正樹 会長

名古屋北 RC 矢形修己 幹事

名古屋北 RC 水野吉紹名誉会員

■ ニコボックス報告

田中正樹名古屋北ＲＣ会長

チャーターナイト以来久々に出席させていただき

ました。

矢形修己名古屋北ＲＣ幹事

今日は田中会長とお伺いさせていただきました。

よろしくお願いいたします。

水野吉紹名誉会員

先日は研修会御参加頂きありがとうございました。

荒山会長

田中会長、矢形幹事、ようこそアイリスにお越し

いただきました。まだまだ発展途上で、いたらない

ことが多いのですが、ご容赦下さい。

安井会長エレクト

名古屋北ロータリー田中会長、矢形幹事、ようこ

そアイリスへ。本日青少年奉仕のお話をさせていた

だきます。先日名古屋北ロータリークラブの水野さ

んの勉強会のおさらいです。

藤森幹事

田中会長、矢形幹事、研修会は大変御世話になり

ました。今後とも、ご指導宜しく御願い致します。

櫻井副会長

重陽の節句も近づきました。みな様、季節の変わ

り目ですので、どうか お身体ご自愛下さい。

■ 会長挨拶

女性会員が活躍できる当クラブの活動の一環とし

て、先々週以来アベノミクスに見る女性政策につい

て簡単にお伝えして参りました。

今週は、海外、わけてもアメリカが見る日本女性

の置かれた経済環境について、アメリカ政府の調査

報告“Womenomics in Japan”に書かれている内容を

ごく簡単にお話させていただこうと思います。

その英文を私訳しますと、

『安倍総理の構想改革プランの一つは、多くの日

本の女性に労働参加を、出産後も労働を続け、キャ

リアアップを実現してもらうことだ。「日本の性によ

る処遇の差（gender gap）」は高所得国の中でも大

きく、多くのエコノミストは男女差を縮めることが

潜在的に成長力を高めるとともに、少子高齢化など

の人口問題の解消に繋がると指摘している。安倍内

閣が女性の就業率を高めることに成功するという楽

観的な見方がある一方、日本の文化、オフィス文化

や女性の役割に関する伝統的な受け止め方などが、
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政策の行方を阻んでいるとの見方もある』と書かれ

ております。

日本国内で接する論調と国外での捉えられ方に、

なにやらトーンの違いがあるのが感じていただける

とかと思います。

日本にいるとそれなりに政策の効果を期待する向き

もあろうかと思いますが、外国の目には、「文化の違

い」故に、その効果の程は疑わしいという意見が見

え隠れします。

このような懐疑論の背景として、2013年度に行わ

れた「性による処遇差調査」（the World Economic 

Forum’s Global Gender Gap Report 2013）による

驚くべき事実が指摘されております。なんと日本は

135カ国中の105番目に位置するそうです。コロンビ

アの次ぎでナイジェリアの前に当たるとか。アメリ

カは因みに23番目だそうです。アゼルバイジャン、

中国、インドマレーシア、ロシア等はもちろん日本

の上位にランクされているそうです。

日本が誇る「長寿」や「教育」などの部分で、「性

による差が比較的低い」と書かれており、「就業率」

など経済活動等の分野では、その男女差には根深い

ものがあると指摘されております。そこでの主要な

問題点は、１）低い女性就業率、２）相当な賃金格

差、それに３）女性の登用が見えないこと、だそう

です。

この報告書で目を引くのは、「女性の就業率が高

い国には、出生率の高いところがあると」と言う部

分です。スエーデンやデンマークは女性の就業率が

高く出生率も高い国、反対にイタリアや韓国は女性

の就業率が低く出生率も低い国にあたります。高齢

化社会における働き手層の負担を抑えるためには、

それなりの出生率が必要なことは明らかですから、

日本でも高い女性就業率により出生率が上がること

が望まれるところです。

わたしは、この所を読んでみて、女性の就業を支

える社会基盤は同時に女性の子育ても支えることが

できるのだろうと感じました。日本が真に目指すべ

きはここのところかと思います。

この報告書では保育所の充実、民間部門での女性

の登用、産休期間中の待遇改善の他に外国人メイド

の活用までもが謳われておりますが、外国人の目も

含めて考えますと、やっぱり、アベノミクスの女性

就業支援策には、何かが欠けているというかニュア

ンスが違うという感じがします。日本国内に存在す

る独特の文化的な壁を乗り越え、女性が社会的に活

躍する社会基盤を確立することが、この問題の根本

的解決につながるという視点を外してはいけないと

改めて感じます。

ロータリー・クラブがアメリカ発祥ということで、

アメリカの目を通したアベノミクス、わけても、ア

イリス・ロータリークラブの設立に関連の強い女性

就業支援策について、お時間を頂き話させていただ

きました。

これで女性シリーズも三回となりましたので、今

回で一旦終了させていただきます。ほっとされた男

性会員の方もいらっしゃるかと思います。まずもっ

て、我慢強く聞いてくださり、お礼を申し上げます。

■ ビジター御挨拶

田中正樹名古屋北ＲＣ会長

田中名古屋北ＲＣ会長＆矢形名古屋北ＲＣ幹事に

は，お忙しい中、ご来訪いただき、次のような名古

屋北ＲＣの本年度の御活動を御紹介いただきました。

名古屋北ＲＣでは、本年度

① 会長＆幹事等で、適宜、友好クラブ訪問を行う

予定です

② また、友好クラブにも呼びかけて、「ロータリー

クラブ」の研修会を４，５回開催予定です。第 1回
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の研修会（水野吉紹氏講師によるロータリークラブ

に関する全般的説明）に、アイリスＲＣからも５名

が参加されました。「勉強＋懇親」が目的の会ですか

ら（本音は、「飲みたい！＋少しは、勉強も」でしょ

うか？）、是非、今後も、多くの会員の方々の参加を

お待ちしています。

■ 卓話 ～クラブフォーラム（青少年）～

安井会長エレクト（青少年奉仕委員長）

ロータリーの青少年奉仕について、少しお話しを

させていただきます。

ロータリーの青少年奉仕とは、

ロータリーが力を入れている取り組みの一つに、青

少年や人材の育成があります。

「ローターアクト」「インターアクト」「ＲＹＬＡ

（ライラ）」はそれぞれ、若い人を対象としたロータ

リーのプログラムです。ここでは、若い人たちがリ

ーダーシップの力を身につけ、ボランティア活動や

地元・海外の若者との交流を通じて、国際理解と友

情を育んでいます。

１ ローターアクト

ローターアクトとは、１８～３０歳の若者を対象

としたプログラムで、大学または地域社会をベース

とするクラブがあります。「ローターアクトクラブ」

の会員（ローターアクター）は、地元でボランティ

ア活動を実施したり、リーダーシップのスキルや就

職に役立つ知識を学びながら、楽しく活動していま

す。

ローターアクトクラブは、ロータリークラブがス

ポンサーとなって設立されますが、クラブの運営や

活動資金の調達は、ローターアクト会員が独自に行

っています。地元のロータリークラブと合同で活動

する機会もあり、ローターアクトを「卒業」した後

にはロータリークラブに入会する人も大勢います。

私達アイリスがスポンサーになっているローター

アクトクラブは、東分区の１２クラブ合同で『名城

ローターアクトクラブ』のスポンサーになっていま

す。

名古屋北、名古屋錦、名古屋東

名古屋東山、名古屋名北、名古屋千種

名古屋蔡（アオイ）、名古屋昭和、名古屋守山

名古屋和合、名古屋名東、名古屋アイリス

の１２クラブが、『名城ローターアクトクラブ』のス

ポンサークラブです。現在、アクターは、１６名で

あります。

クラブから、どの位ローターアクトクラブに貢献を

しているかと申し上げますと、ロータリー会員１名

が３,５００円、ローターアクトに補助金を出してい

ます。アイリスで申し上げますと、３３人×３,５０

０円で年１１５,０００円の補助をしています。ちな

みに、１２クラブ全体で言いますと、約７００名×

３,５００円で２３０～２４０万円程度が補助され

ているわけです。

私達アイリスからも、会員のご家族又は次の後継

者と思われる３０才までの若い人に一人でもこの名

城ローターアクトクラブの会員になっていただけま

すと、青少年奉仕委員会として毎回ローターアクト

の会に出席していますが、１人でもこのアイリスの

ローターアクターがおりますと委員会として出席し

がいが出て参りますので、ご子息、ご令嬢又は若手

の社員をご推薦頂きたいと願っております。

２ インターアクト

インターアクトとは、ローターアクトよりも若い

１２～１８歳の若者を対象としたプログラムで、高

校生または地元地域をベースとするクラブがありま

す。

「インターアクトクラブ」は、ボランティア活動

と国際理解を中心に活動し、少なくとも年に２つ（１

つは地元での奉仕活動、もう１つは国際理解を育む

活動）のプロジェクトを実施しています。ローター

アクトクラブと同様、ロータリークラブがスポンサ

ーとなりますが、インターアクトクラブの運営と活

動は、インターアクト会員（インターアクター）が

自分たちで行っています。

インターアクトクラブには、私達アイリスは今は

何の貢献もしていませんので、そろそろクラブとし
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て研究をしなければいけないと思っています。

３ ＲＹＬＡ（ロータリー青少年指導者養成プログ

ラム）

ＲＹＬＡ（ライラ）は、ロータリー主催で行われ

る、若者のためのリーダーシップ育成プログラムで

す。参加者の年齢制限はありませんが、主に高校生、

大学生、若い社会人を対象としています。

ＲＹＬＡは、通常３～１０日の期間で開催され、

以下のようなトピックを扱ったプレゼンテーション、

活動、ワークショップなどが行われます。

・ リーダーシップの基本と倫理

・ コミュニケーション能力

・ 問題解決

・ 地域市民・グローバル市民としてのあり方

などの活動をするわけですが、このアイリスからも

皆様のご家族又は社員の方を参加させて勉強をして

いただければと思っています。年齢制限はありませ

んので、ぜひ私共に申し出て下さい。

４ 青少年交換

次に、青少年交換に入ります。

青少年交換とは、

異文化に接することは、国際理解と平和を推進する

最も効果的な方法です。ロータリーの青少年交換プ

ログラムは、海外の人々と交流し、異文化を体験す

ることによって、生涯にわたる国際理解の種を播く

機会を多くの青少年に提供しています。

このプログラムは、参加する青少年と、青少年を

受入れるロータリアンや指導者のみならず、地域社

会全体にも非常に多くの恩恵をもたらします。青少

年交換を通じて、学生は他国での生活のあらゆる面

をじかに学びます。世界に対する視野が広がるとと

もに、学生の自己に対する理解も深まっていきます。

他国の教育制度を体験することによって、学生は学

業面でも人間的にも成長を遂げます。さらに、異文

化出身の学生との親密な交流を通じて、受入クラブ、

ホストファミリー、そして地域社会全体も豊かにな

ります。

① 交換プログラムの種類

ロータリー青少年交換には、３種類の交換プログ

ラムがあります。

・ 長期交換：通常、１年間のプログラムで、交換

学生は受入国で２つ以上のホストファミリーと生

活を共にし、学校に通学することが義務づけられ

ています。長期交換は、学年度の直前と直後の休

暇期間の一部またはすべてを含めて、延長するこ

とができます。

・ 短期交換：このプログラムは、数日間から数週

間のものまでさまざまです。学校が休みの期間中

にしばしば行われ、通常、学業は含まれません。

短期交換は、受入国の一つの家庭にホームステイ

をするのが一般的ですが、多くの国々の学生が集

まる国際青少年キャンプまたはツアーとして実施

することもできます。

・ 新世代交換：これは、１８歳から２５歳までの

若者を対象に、３～６週間の滞在を行う短期の特

別交換プログラムです。このプログラムには、職

業訓練的な内容が含まれる場合もあります。

青少年交換プログラムには柔軟性があり、資格を有

する学生のニーズに合わせて実施することができま

す。特に短期交換と新世代交換は、地区によって大

きく異なります。

② 交換留学とは

交換留学とは、現在の学校に在籍したまま、海外

の学校に一定期間（１年間程）留学する形の留学形

式のことです。因みに、留学先の学校は卒業せず、

帰国後、復学して卒業します。

「交換留学」というと、自分が留学する代わりに、

留学先の学校から、留学生を受入れる「学生の交換」

と思われがちですが、必ずしもそういう意味ではあ

りません。「交換留学」の「交換」とはお互いの国の

文化や考え方の交流・交換を意味していると考えれ

ばよいでしょう。

③ 高校生の交換留学（私費留学との違い）

交換留学の申込先である交換留学団体は、ボラン

ティア組織であるため、私費留学を手配するような

留学斡旋会社とは違い、留学生に対する特別なサー
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ビスは用意されていません。

現在のホームステイ先もすべてボランティアです。

交換留学というのは、あくまでも異文化の体験や、

地域社会との交流を目的としたものであるため、派

遣先で良い人間関係を築き、お互いの文化の交流が

できるように努力することが要求されます。

その分、私費留学よりは安く留学することが可能

です。

④ ホストファミリーの募集

長期交換学生は、交換中に２つ以上の家庭でホー

ムステイをすることを義務づけられており、３つの

家庭でホームステイをすることが望ましいとされて

います。

責任感が強く、海外の若者を自らの家で受け入れ

ることに関心と意欲のある家庭が最も適したホスト

ファミリーです。ホストファミリーは、ロータリア

ンの家庭である必要はありません。実際、青少年交

換に関与したことがきっかけでロータリーへの入会

に関心を持った人々が多くいます。交換候補学生に

プログラムを広報する際に用いたのと同様の多くの

方法を用いてホストファミリーを募集することがで

きます。

⑤ ホストファミリーの審査と選考

学生の受け入れについて問い合わせてきた家庭に、

問い合わせを受けたことを確認する通知と、ホスト

ファミリー申請書、ウェブサイト（www.rotary.org）

からダウンロードできる青少年ボランティア誓約書

を送ります。申請書を審査しホストファミリーとの

面接を行う際には、責任感が強く、意欲に満ち、保

護者としての責務を適切に果たすことができる家庭

を見つけ出すよう努めます。年齢の低い子供がいる

家庭、交換学生とほぼ同年齢の子供のいる家庭、子

供がいない家庭など、さまざまな構成から成る家庭

を選択肢として特定します。これらの家庭はどれも

ホストファミリーに適しています。部屋と食事を提

供することにしか関心のない家庭は避け、地域社会

のさまざまな活動に学生を参加させることにより、

充実した交換体験となるよう積極的に努めていく意

欲のある家庭を探します。

以上、簡単に青少年奉仕活動のお話しをしました

が、「ローターアクト」「インターアクト」「ＲＹＬＡ」

「青少年交換」の奉仕をしているのがロータリーク

ラブの青少年奉仕であります。

またお時間がいただけましたら、もう少し掘り下

げたお話をさせていただきます。

■ 幹事報告

１．次回（第 59 回）例会 9 月 10 日（水）

  卓話：岩﨑会員

２．ＷＦＦ（ﾜｰﾙﾄﾞﾌｰﾄﾞﾌｪｽﾀ）について

  協賛チケット代（会員一人当たり 4000 円）及び

追加申込者には申込人数分の参加費用を、次回例

会以降に徴収予定です。

３．2760 地区の支援要請

①東日本大震災支援 一人当たり 1000 円の寄付

②広島災害支援 一人当たり 1000 円の寄付

に、ご協力をお願いします。


